
 

 

 

 

 

 

村山市水道事業経営戦略 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年 3 月 
 

山形県村山市 
 



目次 

 

第 1 章 はじめに ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

  

第 2 章 現状と将来予測 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

1 水需要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

2 供給能力 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 

3 水道施設 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 

4 災害対策 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 

5 経営 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 

  

第 3 章 経営の基本方針 ・・・・・・・・・・・・・・・・・  5 

  

第 4 章 投資・財政計画 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 

1 投資 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 

2 財源 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 

3 投資以外の経費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 

4 水道料金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 

5 将来の収支見込み ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 

  

投資・財政計画（収益的収支） ・・・・・・・・・・・・・・ 8 

投資・財政計画（資本的収支） ・・・・・・・・・・・・・・ 9 

  

第 5 章 効率化・経営健全化の取組み ・・・・・・・・・・・ 10 

1 組織 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 

2 広域化 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 

3 民間の経営手法の活用 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 

4 その他の経営基盤強化 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 11 

5 資金管理・調達 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11 

6 情報公開 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11 

7 その他重点事項 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11 

  

第 6 章 計画期間及び事後検証 ・・・・・・・・・・・・・・ 11 

  

用語解説 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12 

 

 



第 1 章 はじめに 

 本経営計画は、人口減少下での施設の大量更新というこれまで経験のない環境の中

で、経営基盤の強化と財政マネジメントの向上に取り組み、将来にわたって安定的に

事業を継続していくために策定するものです。 

 

 

第 2 章 現状と将来予測 

1 水需要 

 年間有収水量は年々減少し、平成 27 年度は 2,365,016 ㎥となっており、近年の

ピークである平成 24 年度の 2,482,371 ㎥と比較し、約 4.7％減少しています。 

 この水需要の減少の要因は、少子高齢化による給水人口の減少や節水意識の高まり

に伴う節水器具の普及などが考えられます。 

 また、今後も行政人口の減少に伴い給水人口が減少すると推計されることから、水

需要の減少傾向は続いていくものと見込まれます。 
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2 供給能力 

 施設利用率は減少傾向にあり、平成 27 年度は 52.2％となりました。これは全国

類似団体の平均 54.8％と比べ 2.6％低い現状です。 

 この要因は、配水能力が一定の数値を維持しているにも関わらず、人口減少の影響

等により一日平均配水量が減少傾向にあるためです。 

 今後も施設利用率は減少していき、施設の能力が過大になっていくと見込まれるた

め、最大稼働率を考慮しつつダウンサイジング等の検討が必要となってきます。 

 

 

 

 

3 水道施設 

 本市の水道は、昭和8年11月に楯岡町上水道として給水を開始しました。その後、

水丌足を解消するための第 1 期拡張事業を昭和 32 年より行いました。 

また、市内「皆水道」を目標とした第 2 期拡張事業を昭和 37 年より行い、昭和

50 年には、さらなる水の安定供給につとめるため第 3 期拡張事業を行ってきました。 

さらに、昭和 54 年度から平成 17 年度まで行われた第 4 期拡張事業においては、

村山広域水道からの受水開始に伴う施設の拡充を行いました。 

平成 25 年からは簡易水道を上水道に統合するための事業に取り組んでおり、平成

29 年に事業が完了する予定です。 
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建設改良事業一覧 

事業名 
認可 

年月日 
工期 

計画 

給水人口（人） 

計画 

一日最大給水量（㎥） 

創設事業 S06.10 S07.07～S08.11 13,500 1,809 

第 1 期拡張事業 S32.05 S32.07～S36.10 24,000 4,800 

第 2 期拡張事業 S37.03 S37.06～S41.10 40,000 7,200 

第 3 期拡張事業 S50.03 S50.05～S52.12 32,600 10,560 

第 4 期拡張事業 S53.12 S54.09～H18.03 33,900 16,130 

鋳鉄配水管更新事業 H16.12 H17.04～H24.03 33,900 16,130 

簡易水道統合整備事業 H25.03 H25.04～H29.05 25,323 9,588 

 

老朽管の更新については、第 4 期拡張事業において整備された管路の法定耐用年数

の 40 年を超える時期が間近に迫っており、平成 34 年度より大規模な管路更新工事

を続けていく必要があります。 

 

 

 

 

また、配水池や電気機械設備の更新についても、固定資産台帳などに基づき、更新

時期や更新費用を管理し計画的に実施していきます。 
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4 災害対策 

平成 25 年 7 月 17 日から 18 日にかけての局地的な大雨により村山広域水道から

の給水が停止し、平成 25 年 7 月 18 日から 25 日までの 8 日間、近年経験したこ

とのない大規模な断水となりました。 

この断水後、村山広域水道において機能の強化を図っていますが、地震などの自然

災害の発生による断水に備えた対応が必要となっています。 

そのため、管路の耐震化を推し進めながら、災害時の応急給水拠点の整備を進め、

村山広域水道から受水している団体で行っている断水時を想定した情報伝達訓練の

継続、また、断水対策マニュアルに従い、速やかに行動できるような体制づくりを図

っていきます。 

 

5 経営 

 本市の経常収支比率、料金回収率は近年 100％を超えており、水を供給するため

の費用を給水収益でまかなうことができていて、経営の健全性は保たれています。こ

れは、人員の削減などの経費削減を行ったためです。 

 しかし、平成 29 年度の水道料金の値下げや水需要の減少により、給水収益が減少

していくと見込まれるため、収益性は減少していきます。 
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第 3 章 経営の基本方針 

 人口減少の影響による水需要の低下により料金収入が減少傾向にある中、「安全・

安心でおいしい水を安定的に供給する」ため、限られた財源を有効活用しながら、経

営合理化・効率化を推進し、持続可能な経営基盤の確立を目指していきます。 

 また、災害時の応急給水体制・復旧体制を充実させ、安定的な供給の強化を図って

いきます。 

 

第 4 章 投資・財政計画 

1 投資 

 将来の水道施設の投資については、アセットマネジメントを実施し、耐震化を含め

た施設の更新や車両の購入などを計画的に実施していきます。 

 管路の更新については、重要基幹管路を優先し、事業費を平準化して取り組んでい

きます。また、老朽管の更新については、平成 38 年度で全体の耐震適合率を 28％

にすることを目標とします。 

 

（表）導・送・配水管整備による管路更新率と耐震適合率の推移 

  H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 

管路新設延長（m） 1,548  150  350  380  20  0  0  0  0  0  0  0  

管路総延長（m）         (A) 241,880  242,030  242,380  242,760  242,780  242,780  242,780  242,780  242,780  242,780  242,780  242,780  

管路更新延長（m）       (B) 1,745  1,120  1,540  1,230  1,300  1,350  800  1,100  1,100  1,300  1,300  1,300  

耐震適合管路延長（m）   (C) 54,673  55,943  57,833  59,443  60,763  62,113  62,913  64,013  65,113  66,413  67,713  69,013  

管路更新率         (B)/(A) 0.72% 0.46% 0.64% 0.51% 0.54% 0.56% 0.33% 0.45% 0.45% 0.54% 0.54% 0.54% 

耐震適合率         (C)/(A) 22.6% 23.1% 23.9% 24.5% 25.0% 25.6% 25.9% 26.4% 26.8% 27.4% 27.9% 28.4% 

 

2 財源 

 投資の財源については、工事負担金及び国庫補助金を見込み、内部留保資金を活用

していきます。 
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3 投資以外の経費 

 投資以外の経費については、将来の景気の動向は丌透明なことから、物価上昇率は

見込まず、平成 23 年度から平成 27 年度までの決算額をもとに新規の支出分を見込

みながら、ほぼ現状維持で推移するものとして算定しています。また、受水費につい

ては経常支出の約 38％を占めており、経営に対する影響が大きいため、受水費の料

金改定にあわせて経費の見直しを行います。 

 

4 水道料金 

 平成 29 年度に水道料金の値下げ（改定率△8.1％）を行います。これは、値下げ

をすることによって市民の定住促進を図り、経営の安定性を確保するためです。 

 また、この計画内の試算においては、料金改定後の見込み額をもとに、将来の水需

要の予測を考慮しています。 
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5 将来の収支見込み 

 将来の経営状況については、給水収益が減少していき、経費はほぼ現状維持で進み

ます。そのため計画後半において純利益は赤字となりますが、平成 38 年度には減価

償却費の減少などに伴い若干の黒字に転向する見込みです。 

また、内部留保資金は徐々に減少していくため、経営の合理化等により総拢原価を

引き下げる対策が必要になってきます。 

 

 

 

 

 

収益的収支及び資本的収支の平成 38 年度までの見込み額は次のページのとおりです。 
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第 5 章 効率化・経営健全化の取組み 

1 組織 

 村山市水道課においては、平成 27 年度に下水道部門と組織統合し、人員削減や事

務の効率化を図りました。これからの職員数については、村山市の人員配置に基づき

適正な人員で運営します。また、給与については、村山市の給与改定に合わせ適正に

行っていきます。 

 また、職員一人一人の意識改革をすすめ、企業意識の徹底を図るとともに、サービ

ス向上と広い視野に立った経営感覚のある人材の育成に努めます。そのため、県や日

本水道協会等で開催される研修会へ積極的に参加していきます。 

 熟練技術職員が減少傾向にあるため、これまで培ってきた水道技術力の維持、継承

も進めていきます。 

 

職員数の推移                           （単位：人） 

 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 

管理職員 2 2 2 1 1 

業務係 4 4 4 4 4 

上水道係 4 3 3 3 3 

計 10 9 9 8 8 

 

2 広域化 

 平成 28 年 8 月より、山形県内において広域化を検討する会議が始まりました。こ

の会議に積極的に参加し、経営の統合や事務の共同処理などの連携強化について検討

していきます。 

 

3 民間の経営手法の活用 

 これまで検針業務を民間委託することにより、経費の縮減に取り組んできました。 

 今後は、窓口、料金関係、開閉栓等の業務について、サービス水準の維持向上とさ

らなる経費の削減について検討していきます。 
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4 その他の経営基盤強化 

 経営改善のためには、企業環境の整備を図ることが重要であることから、一般会計

と水道事業との相互協力を図ることとし、水道事業の経営努力のみでは困難な課題の

解決について、協力を求めていきます。 

 

5 資金管理・調達 

 内部留保資金を有効に活用し事業を進めていきます。また、水道料金についても長

期的な収支状況をふまえ、適正な料金の設定について判断していきます。 

 

6 情報公開 

 これまでも当市のホームページや広報誌などで、水道事業の経営状況を住民の皆さ

まへお知らせしてきました。この経営戦略もホームページで公開し、そのほかの情報

も内容を精査し、わかりやすいようにお知らせしていきます。 

 

7 その他重点事項 

 防災対策、危機管理等の体制整備については、水道事業だけではなく、村山市全体

をあげて取り組んでいきます。 

 また、休止施設や自己水源の水道施設については、断水対策とあわせて施設の在り

方を検討します。 

 

 

第 6 章 計画期間及び事後検証 

 本経営戦略の計画期間は平成 29 年度から平成 38 年度までの 10 年間とします。 

 また、経営状況等の変化に対応するため、「計画策定（Plan）－実施（Do）－検証

（Check）－見直し（Action）」のサイクルを導入し、必要に応じて見直しを行いま

す。 
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用語解説 

【水需要】 

 住民や企業が生活や企業活動を行う上で必要とする水の量。あるいは、水道水とし

て供給が求められている水の量。 

 

【有収水量】 

 水道施設から給水した水量のうち、料金収入の対象となった水量。 

 

【施設利用率】 

 施設の効率を判断する指標の一つ。数値が高いほど施設が効率的に利用されている

ことを示す。 

 施設利用率（％）＝一日平均配水量（㎥/日）÷一日配水能力（㎥/日）×100 

 

【配水能力】 

 各家庭や企業等へ水を供給できる能力。通常、一日どれだけの水量を供給できるか

で示される。 

 

【配水量】 

 配水池（浄水された水を一時的に蓄えておく施設）などから各家庭や企業へ送り出

された水の量。 

 

【最大稼働率】 

 施設の効率を判断する指標の一つ。数値が高いほど施設が効率的に利用されている

ことを示す。 

 最大稼働率（％）＝一日最大配水量（㎥/日）÷配水能力（㎥/日）×100 

 

【ダウンサイジング】 

 施設等の規模を小さくすること。 
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【村山広域水道】 

 村山地域の水不足を解消するために、昭和 59 年につくられた組織。寒河江ダムを

水源として西川浄水場で水道水をつくり、山形市、寒河江市、上山市、村山市、天童

市、東根市、山辺町、中山町、河北町、西川町、朝日町、大江町の 6 市 6 町へ送水

している。 

 

【経常収支比率】 

 水道料金等の収入で、維持管理費や支払利息等の費用をどの程度賄えているかを表

す指標。100％未満の場合は単年度赤字であることを示す。 

 経常収支比率（％）＝経常収益（円）÷経常支出（円）×100 

 

【料金回収率】 

 給水原価に対する供給単価の割合。給水に係る費用が、どの程度給水収益でまかな

えているかを表す指標。 

 料金回収率（％）＝供給単価（円/㎥）÷給水原価（円/㎥）×100 

 

【供給単価】 

 水道料金の 1 ㎥あたりの平均的な値段。 

 供給単価（円/㎥）＝年間給水収益（円）÷年間有収水量（㎥） 

 

【給水原価】 

 有収水量 1 ㎥あたりについて、どれだけの費用がかかっているかを表す指標。 

 給水原価（円/㎥）＝原価構成費用の合計（円）÷年間有収水量（㎥） 

 

【給水収益】 

 水道事業会計における営業収益の一つで、水道料金の収益のこと。 

 

【受水費】 

 他の事業体から受けている水について支払う費用。 
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【アセットマネジメント】 

 水道施設を計画的に更新し、健全な状態で次世代に引き継いでいくために、中長期

的な視点に立ち、効率的かつ効果的に水道施設を管理運営すること。 

 

【内部留保資金】 

 実際に現金の支出がない費用（減価償却費）の計上によって生じた資金（＝損益勘

定留保資金）や、過去の利益を積み立てた資金など、水道事業会計の内部に留保して

いる資金。建設改良投資や借入金の返済のために使用される。 

 

【総括原価】 

 水道サービスを提供するために必要な原価のこと。水道事業の運営に係る費用に、

資産維持費として施設の維持更新等に係る一部の金額を加算したもの。 

 

【収益的支出】 

 企業の経営活動に必要な費用。維持管理費や減価償却費、借入金の支払利息などの

合計。収益的支出から特別損失を除いたものが経常支出となる。 

 

【資本的支出】 

 施設の整備や拡充などの建設改良に要する費用と、企業債の元金償還等の合計。 
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平成 29 年 3 月 

 

山形県村山市水道課 

 

TEL 0237-55-2111 

FAX 0237-55-7620 

E-mail suidou@city.murayama.lg.jp 
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